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キーワード 【日本語教科書、断り、断りの意味公式、会話の場面設定、行為要求】 

 

「断り」という言語行動は配慮表現に属し、相手に不愉快な思いをさせてしまう恐れが

あると思われる。稿者は来日前に教科書で日本語の断り表現について勉強したが、来日以

来、日本語母語話者にうまく断れないことがよくあった。これまでの「断り」に関する研

究では、日本語母語話者や外国人日本語学習者を対象とした研究が多い。日本語教科書の

「断り」に関する研究はあまり見られない。そこで、本研究では、中国の高等教育機関の

日本語専攻の学習者が使用している教科書を対象として分析を行った。調査対象とした 13

種類、42 冊の教科書のうち、総合型教科書は 30 冊あり、会話教科書は 12 冊ある。教科

書における「断り」の取り扱い状況を捉え、「断り」の解説、例文、会話に関する記載の特

徴を把握し、その問題点を解明し、教科書の編集についての改善案を探りたい。 

結果として、まず、日本語教科書に「断り」の使い方に関する解説はほとんど記載され

ていないことがわかった。本研究で調査した 42 冊のうち、解説の記載がある教科書は『総

合日語Ⅲ』一冊のみであり、友達や親しい人の頼みを断る方法についてのみ解説している。

ほかの教科書では、解説が文法説明である場合が多く、「断り」という発話行為に関する解

説が見られなかった。 

そして、「断り」に関する例文が 48 例あり、すべてが会話教科書に記載されていた。こ

れらの例文では意味公式として「理由」、「結論」が多く使用されていることがわかった。

それに、これらの「断り」例文には、文法的には間違いがなくても、コミュニケーション

の視点から不自然な例、非常に強い「断り」の例も見られた。学習者はこのような教科書

の例文を用いて日本語母語話者と接触すれば、問題が生じやすいと考える。 

次に、「断り」会話の場面設定は、会話が展開されている状況、登場人物、会話が行な

われている場所などの 3 点が、主な視点になっていることがわかった。会話が行なわれて

いる時間や登場人物の年齢を設けている教科書も少数あった。 

また、「断り」に関する会話の行為要求においては、会話教科書には、「依頼」と「誘い」

に対する「断り」会話が同程度多いことがわかった。ほかの行為要求に対しての「断り」

会話もかなり見られた。総合教科書には、「許可求め」に対する「断り」会話が最も多く書

かれており、「誘い」、「勧め」に関する会話も多く見られたが、「依頼」、「指示・命令」、「忠

告・助言」に対しての「断り」会話がほとんど記載されていないことがわかった。これま

で「依頼」に対する「断り」の先行研究が多くなされてきている。これは、現実の生活に

おいて、「依頼」を断る場面が少なくないからであると考えられる。しかし、総合教科書に

は「依頼」に対しての「断り」会話がほとんど見られないので、これは改善すべきではな

いかと考える。 

最後に、「断り」会話においては、2 つ以上の意味公式を組み合わせて断る例が多いこと

が明らかになった。意味公式の組み合わせはさまざまであり、定型的な断り方は見られな

かった。そのうち、「理由」、「結論」が最も多く使用されており、「関係維持」、「感謝」、「回

避」、「共感」などの使用回数が少ないことがわかった。 

 以上の分析により、教科書における「断り」に関する記載の特徴や問題点が見られた。

日本語学習者にはこのような教科書を通して、「理由」や「結論」などの意味公式がより深

く印象に刻まれてしまい、日本語の婉曲的な「断り」ストラテジーを習得することが難し
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くなるのではないかと懸念される。そして、日本語学習者は口頭でのコミュニケーション

能力を養成するだけでなく、書く場面での能力の養成も重要である。特に、ビジネス場面

では、現場で相談するほか、メールでやりとりする場合が少なくないため、書面での「断

り」をうまく使用する能力も求められているだろう。だが、本研究が用いた教科書には、

書く場面での「断り」表現が見られなかった。したがって、教科書には、「断り」に関する

会話のような話しことばの記載のほか、書く場面での「断り」の記載も必要である。書く

場面での「断り」表現を日本語教育に取り入れ、総合的な日本語能力を育成すべきである

と考える。 

 本研究では指導の材料としての教科書の内容について検討しただけである。今後は、教

科書の使用者としての教師や学習者が教科書に記載されている「断り」をどのように評価

するのかを調査し、分析する必要があると思われる。その結果を基に、中国の日本語教科

書における「断り」の編集法につなげていきたい。 
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